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広報　常陸大宮　　　　平成１８年６月号２

常
陸
大
宮
済
生
会
病
院
が
開
院
し
ま
す

常
陸
大
宮
済
生
会
病
院
が
開
院
し
ま
す

常
陸
大
宮
済
生
会
病
院
が
開
院
し
ま
す

病 院 の 概 要

 所 在 地 常陸大宮市田子内町３０３３－３
 敷地面積 ３６，４９９�
 規 模 RC造　４階建て
 延床面積 １１，３３９．８８�
 病 床 数 １６０床
 運営主体 社会福祉法人恩賜

財団�済生会支部
  茨城県済生会
 院 長 伊東　紘一
  （前自治医科大学附属病院副院長）

常陸大宮市
消防本部

常陸大宮高

大宮西小

大宮小

ロゼホール

至常陸太田市→

←至御前山

　至美和

常陸大宮市役所 ●

●

↑
至
山
方

至水戸
↓

ひたち
おおみや

ＪＲ水郡線

←

田子
内町

118
号
大
宮
バ
イ
パ
ス

常 陸 大 宮
済生会病院

施
設
概
要

１
階

外
来
診
療
部
門

　

外
来
診
療
・
中
央
処
置
・
救
急
診
療

中
央
診
療
部
門

薬
剤
（
無
菌
室
・
ケ
ミ
カ
ル
ハ
ザ
ー
ド
室
）

放
射
線
画
像
診
断
（
Ｍ
Ｒ
Ｉ
・
マ
ル
チ

ヘ
リ
カ
ル
Ｃ
Ｔ
・
血
管
造
影
装
置
等
）

臨
床
検
査
・
内
視
鏡

供
給
部
門　

栄
養
相
談
・
オ
ー
ル
電
化
厨
房

管
理
部
門

受
付
・
医
事
・
事
務
・
地
域
医
療
連
携
、

医
療
相
談
（
医
療
情
報
シ
ス
テ
ム
・
電

子
カ
ル
テ
・
オ
ー
ダ
リ
ン
グ
・
放
射
線

情
報
シ
ス
テ
ム
）

サ
ー
ビ
ス
部
門　

売
店
・
レ
ス
ト
ラ
ン

▲１階案内図

　

外
来
診
療
部
門
は
、
ほ
ぼ
一
階
に
集
約
さ

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
Ｍ
Ｒ
Ｉ
や
Ｃ
Ｔ
な

ど
、
放
射
線
機
器
に
よ
る
検
査
部
門
が
建
物

の
中
央
に
あ
り
、
外
来
、
救
急
、
病
棟
か
ら

の
ア
ク
セ
ス
が
ス
ム
ー
ズ
な
配
置
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
院
内
を
部
門
ご
と
に
色
分
け
し
た

案
内
図
を
設
置
す
る
な
ど
、
来
院
さ
れ
る
皆

さ
ん
に
分
か
り
や
す
い
工
夫
が
な
さ
れ
て
い

ま
す
。

▲総合受付

�

皆
さ
ん
が
待
ち
望
ん
で
い
た
��
常
陸
大
宮
済
生
会
病
院
�
が
こ
の
ほ
ど
竣

工
し
�
�
月
�
日
に
開
院
を
迎
え
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
�

�

本
院
の
建
設
事
業
は
�
合
併
特
例
債
を
活
用
す
る
と
と
も
に
常
陸
大
宮
市

や
隣
接
す
る
�
市
町
	
現
常
陸
太
田
市


現
那
珂
市


現
城
里
町


大
子
町
�

で
構
成
す
る
総
合
病
院
誘
致
期
成
同
盟
で
推
進
し
て
き
た
事
業
で
す
�

�

県
内
で
�
唯
一
中
核
的
病
院
の
な
い
当
地
域
で
は
�
こ
れ
ま
で
水
戸
市
等

の
医
療
機
関
に
依
存
す
る
な
ど
�
地
域
の
医
療
需
要
に
対
応
し
き
れ
て
い
な

い
状
況
で
し
た
�

�

今
後
は
�
第
二
次
救
急
医
療
	
入
院
を
必
要
と
す
る
救
急
患
者
医
療
�
や
�

へ
き
地
医
療
に
対
応
す
る
と
と
も
に
�
水
戸
済
生
会
総
合
病
院
や
�
地
域
の

医
療
機
関
と
の
連
携


機
能
分
担
を
図
り
な
が
ら
�
地
域
住
民
の
皆
さ
ん
に
�

良
質
で
安
心


信
頼
さ
れ
る
医
療
の
提
供
が
可
能
と
な
り
ま
す
�



広報　常陸大宮　　　　平成１８年６月号３

▲病室内（４床室） ▲ＭＲＩ

　

７
月
３
日
の
開
院
か
ら
、
内
科
、
呼
吸

器
科
、消
化
器
科
、循
環
器
科
、外
科
、呼
吸

器
外
科
の
外
来
診
療
を
行
い
ま
す
。

　

新
患
の
受
け
付
け
は
、
午
前
８
時　

分
３０

か
ら　

時　

分
ま
で
の
診
療
受
付
で
す
。

１１

３０

　

な
お
、
４
日
か
ら
の
新
患
受
付
は　

時
１１

ま
で
と
な
り
ま
す
。

　

小
児
科
、
脳
神
経
外
科
、
整
形
外
科
、

泌
尿
器
科
、
産
婦
人
科
に
つ
い
て
の
診
療

開
始
日
は
現
在
の
と
こ
ろ
未
定
で
す
が
、

決
定
し
だ
い
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

ま
た
、
入
院
診
療
は
、
１
６
０
床
の
う

ち
３
階
外
科
系
病
棟　

床
及
び
４
階
内
科

５４

系
病
棟　

床
の
計
１
０
９
床
を
オ
ー
プ
ン

５５

し
ま
す
。

　

２
階
小
児
科
・
産
婦
人
科
等
の
混
合
病

棟　

床
は
、
平
成　

年
度
の
オ
ー
プ
ン
を

５１

１９

予
定
し
て
い
ま
す
。

　

救
急
医
療
に
つ
い
て
は
、
救
急
告
示
病

院
と
し
て
昼
夜
患
者
の
受
け
入
れ
を
行

い
、
第
二
次
救
急
医
療
に
対
応
し
ま
す
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
◆

　

常
陸
大
宮
済
生
会
病
院　

総
務
課

　
　
�
（　

）５
１
５
１

５２

　

市
役
所
医
療
保
険
課

　
　
�
（　

）１
１
１
１　
（
内
線
１
６
１
）

５２

�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	

２
階

病
棟
部
門　
　

室　

床

２４

５１

　
　
　
　
　
（
混
合
病
棟
／
小
児
・
産
婦
人
科
等
）

管
理
部
門

　

医
師
室
・
病
歴
室
・
図
書
室
・
大
会
議
室

外
来
診
療
部
門　

健
診

３
階

病
棟
部
門　
　

室　

床
（
外
科
系
病
棟
）

２４

５４

　
　
　
　
　
　

う
ち
集
中
治
療
室
４
床

中
央
診
療
部
門

　

手
術
室
３
室
、
中
央
滅
菌
室
・
Ｍ
Ｅ
セ
ン
タ
ー

４
階

病
棟
部
門　
　

室　

床
（
内
科
系
病
棟
）、

２５

５５

急
性
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
訓
練
室

（
理
学
・
作
業
・
言
語
の
各
療
法
）

駐
車
場

　

乗
用
車
４
５
０
台
、
自
転
車
等　

台
３０

ヘ
リ
ポ
ー
ト

▲救急入口

▲手術室内 ▲外来待合



広報　常陸大宮　　　　平成１８年６月号４

平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成����������������������������������������年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長のののののののののののののののののののの皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆ささささささささささささささささささささんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんをををををををををををををををををををを紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介ししししししししししししししししししししまままままままままままままままままままますすすすすすすすすすすすすすすすすすすす平成��年度区長の皆さんを紹介します
　

４
月　

日
に
、
新
た
な
区
制
制
度
の
も
と
で
常
陸

２８

大
宮
市
区
長
会
議
が
開
催
さ
れ
、
矢
数
市
長
か
ら　
９２

人
の
方
に
委
嘱
状
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
あ

わ
せ
て
常
陸
大
宮
市
区
長
会
設
立
総
会
が
開
か
れ
、

区
長
会
長
・
副
会
長
等
の
役
員
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

区
長
の
役
割
は
、
行
政
と
市
民
相
互
の
連
絡
事
項

を
伝
達
す
る
行
政
連
絡
組
織
の
長
と
し
て
の
位
置
づ

け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
行
政
が
一
体

と
な
っ
て
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
う
え
で
、
要
と

な
る
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

　

新
た
な
区
制
制
度
で
は
、
行
政
で
は
手
の
届
か
な

い
細
か
な
区
域
の
事
業
を
、
区
が
中
心
と
な
っ
て
実

践
で
き
る
、
自
立
し
た
自
治
組
織
の
確
立
が
期
待
さ

れ
て
い
ま
す
。

常陸大宮市区長会長及び副会長

圷　　　　　存（大 宮 地 域）会 長

大曽根　茂兵衛（山 方 地 域）副会長

坂　井　　　勇（美 和 地 域）

長　沼　　　功（緒 川 地 域）

平　野　　　榮（御前山地域）

区長氏名区　名�

鴨志田　紘　二大宮第１１

森　島　　　伍大宮第２２

大曽根　　　憩大宮第３３

水　越　　　實大宮第４４

冨　山　二　朗大宮第５５

和　田　貴　勲大宮第６６

安　野　茂　雄大宮第７７

奥　村　清　司大宮第８８

赤　塚　　　孝大宮第９９

海老根　　　治大宮第１０１０

東　谷　滿　也大宮第１１１１

後　藤　　　博大宮第１２１２

佐　藤　　　晃東 野１３

梶　山　肇　司八 田１４

篠　田　盛　光若 林１５

河　野　達　之上 大 賀１６

�　安　�　明久 慈 岡１７

金　子　勝　一岩 崎１８

藤　田　三　男鷹 巣１９

横　山　英　生小 祝２０

野　澤　知　行辰 ノ 口２１

久下沼　　　巖塩 原２２

廣　木　　　繁小 倉２３

関　　　富　重富 岡２４

中　�　暎　夫下 岩 瀬２５

小　又　好　弌上 岩 瀬２６

瀬　谷　残　米根 本２７

倉　持　進　一泉２８

小　泉　次　夫宇留野台２９

小田倉　信　一宇留野圷３０

杉　山　　　静下 村 田３１

冨　山　昭　三上 村 田３２

生田目　　　強石 沢３３

小　森　　　貢小 場３４

宇留野　一　洋小 野３５

片　岡　丑　吉三 美３６

横　山　敏　雄西 塩 子３７

圷　　　　　存北 塩 子３８

菊　池　要　一大宮照田３９

大宮地域　　３９区

区長氏名区　名�

大曽根　茂兵衛山方第１４０

小　森　　　誠山方第２４１

大　内　種　雄山方第３４２

鈴　木　正　寿野上第１４３

金　子　　　保野上第２４４

佐　藤　和　男舟 生４５

中　島　　　勇諸 沢 西４６

菊　池　　　通諸 沢 東４７

細　貝　浩　美西 野 内４８

木　村　喜　明小 貫４９

大　森　隆　浩照 山５０

上久保　　　勇盛 金５１

大　森　林　一久 隆５２

神　長　英　夫家 和 楽５３

軍　司　　　勤山方照田５４

海老根　　　博長 田５５

鈴　木　輝　男長 沢５６

山方地域　１７区

相　田　　　功氷 之 沢５７

桑　名　　　繁下檜沢第１５８

平　塚　好　光下檜沢第２５９

卜　部　秀　男上 檜 沢６０

坂　井　　　勇高部第１６１

河　野　安代孜高部第２６２

下桑谷　文　夫小 田 野６３

初　原　智　明鷲 子６４

美和地域　８区

区長氏名区　名�

関　　　六郷衛那 賀６５

桐　原　　　彰下小瀬小玉６６

岸　　　敬　之国 長６７

岡　�　　　亘下 郷６８

長　沼　　　功宿６９

小　林　　　茂本 郷７０

長　山　　　孝川 西７１

岡　�　喜　一西 根７２

根　本　正　文大 岩７３

本　橋　久　則小 舟７４

會　澤　栄　次油 河 内７５

大　賀　　　尚小 松７６

長　嶋　　　洋吉 丸７７

小　野　孝　行入 本 郷７８

蓮　田　洋　之千 田７９

緒川地域　１５区

石　川　晧　一野口第１８０

平　野　　　榮野口第２８１

吉　田　庄　作野口第３８２

粕　谷　一　男野 口 平８３

石　�　隆　史門 井８４

青　木　正　文下伊勢畑８５

阿久津　峰　二上伊勢畑８６

國　安　　　清檜 山８７

石　澤　和　男長 倉８８

古　内　　　太野 田８９

小　林　宏　美秋 田９０

大　武　順　市中 居９１

上久保　　　優金 井９２

御前山地域　１３区

平成��年度区長の皆さんを紹介します平成��年度区長の皆さんを紹介します
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国
民
年
金
制
度
は
、　

歳
以
上　

歳
未
満

２０

６０

の
全
て
の
方
が
加
入
す
る
制
度
で
、
老
後
の

た
め
の
老
齢
基
礎
年
金
の
ほ
か
、
万
が
一
の

と
き
の
障
害
基
礎
年
金
や
遺
族
基
礎
年
金
が

受
け
取
れ
る
制
度
で
す
。

　

国
民
年
金
の
保
険
料
は
１
３
、８
６
０
円

（
平
成　

年
度
）
で
す
が
、
経
済
的
な
理
由
等

１８

で
納
付
が
困
難
な
場
合
は
申
請
に
よ
り
保
険

料
の
納
付
の
、
免
除
ま
た
は
一
部
納
付
（
一

部
免
除
）
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

今
年
７
月
か
ら
、
従
来
の
免
除
制
度
に
新

た
に
２
種
類
が
加
わ
り
、
全
額
免
除
制
度
と

３
段
階
の
一
部
納
付
制
度
に
な
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
免
除
制
度

◆
全
額
免
除
制
度（
保
険
料
の
全
額
を
免
除
）

◆
半
額
納
付
制
度
（
保
険
料
の
２
分
の
１
を
免
除
）

平
成　

年
７
月
か
ら
の
新
制
度

１８

◎
４
分
の
１
納
付
制
度

　
�
保
険
料
の
４
分
の
３
を
免
除

　
　

保
険
料
額　

３
、４
７
０
円

◎
４
分
の
３
納
付
制
度

　
�
保
険
料
の
４
分
の
１
を
免
除

　
　

保
険
料
額　

１
０
、４
０
０
円

※
免
除
制
度
を
利
用
す
る
場
合
は
、
本
人
、

配
偶
者
、
世
帯
主
の
前
年
所
得
が
、
そ
れ

ぞ
れ
一
定
の
基
準
額
以
下
で
あ
る
こ
と
が

条
件
で
す
。

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

◇
問
い
合
わ
せ
先

本
庁
医
療
保
険
課
保
険
係（　

）１
１
１
１

５２

各
総
合
支
所
福
祉
健
康
課
福
祉
係

山
方（　

）２
１
２
１
／
美
和（　

）２
１
１
１

５７

５８

緒
川（　

）３
９
９
２
／
御
前
山（　

）２
１
１
３

５６

５５

�
�
�
�
　

国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
制
度
が
利
用
し
や
す
く
な
り
ま
す

国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
制
度
が
利
用
し
や
す
く
な
り
ま
す
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Ａ　「男女共同参画社会基本法」の公布・
施行日が平成１１年６月２３日だからで
す。期間中は、地方公共団体、女性団
体などの関係団体の協力のもと、各種
行事等が開催されます。
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Ａ　次の５つです。
Ⅰ　男女共同参画の意識づくり
Ⅱ　男女の自立を支える生活づくり
Ⅲ　男女がいきいきと働ける環境づくり
Ⅳ　男女がともに参画する社会づくり
Ⅴ　男女共同参画を推進する行政の仕組
みづくり

６月23日～６月29日は
男女共同参画週間です

･･･シリーズ①男女共同参画

　

医
療
福
祉
制
度
（
マ
ル
福
）
と
は
、
乳

幼
児
、
母
子
・
父
子
家
庭
、
重
度
心
身
障

害
者
、
妊
産
婦
の
方
々
が
安
心
し
て
医
療

が
受
け
ら
れ
る
よ
う
健
康
保
険
の
自
己
負

担
部
分
を
市
と
県
が
助
成
す
る
も
の
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
は
マ
ル
福
を
利
用
す
る
場

合
、
健
康
保
険
証
と
一
緒
に
医
療
福
祉
費

受
給
者
証
・
医
療
福
祉
費
請
求
書（
通
称：

ピ
ン
ク
の
用
紙
）
を
診
療
機
関
に
提
示
す

る
必
要
が
あ
り
ま
し
た
が
、
７
月
か
ら
ピ

ン
ク
の
用
紙
が
不
要
に
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
妊
産
婦
の
方
は
、
こ
れ
ま
で
ど

お
り
医
療
福
祉
費
請
求
書
（
通
称：

ブ

ル
ー
の
用
紙
）
が
必
要
に
な
り
ま
す
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

こ
の
改
正
に
伴
い
、
受
給
者
番
号
を
変

更
し
た
新
し
い
受
給
者
証
を
６
月
下
旬
に

郵
送
し
ま
す
の
で
、
７
月
か
ら
は
必
ず
新

し
い
受
給
者
証
を
お
使
い
く
だ
さ
い
。

◇
改
正
時
期

　

平
成　

年
７
月
１
日

１８

◇
問
い
合
わ
せ
先

本
庁
医
療
保
険
課
保
険
係（　

）１
１
１
１

５２

各
総
合
支
所
福
祉
健
康
課
福
祉
係

山
方（　

）２
１
２
１
／
美
和（　

）２
１
１
１

５７

５８

緒
川（　

）３
９
９
２
／
御
前
山（　

）２
１
１
３

５６

５５
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広報　常陸大宮　　　　平成１８年６月号６

中
山
間
地
域
直
接
支
払
交
付
金
が

　

集
落
に
交
付
さ
れ
ま
し
た

56

　

農
業
は
、
単
に
食
料
を
供
給
す
る
だ
け
で
な
く
、
国

土
保
全
や
水
資
源
の
か
ん
養
、
人
々
に
や
す
ら
ぎ
の
場

を
提
供
す
る
な
ど
、
多
く
の
多
面
的
機
能
が
あ
り
ま
す

が
、
中
山
間
地
域
等
は
、
傾
斜
地
が
多
い
な
ど
農
業
生

産
条
件
が
不
利
な
地
域
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
耕
作
放
棄

地
が
増
加
し
、
そ
の
機
能
の
低
下
が
懸
念
さ
れ
て
い 

ま
す
。

　

中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
交
付
事
業
は
、
そ
の
対
策

の
た
め
実
施
さ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

　

こ
の
事
業
は
、
関
係
者
が
一
致
協
力
し
て
取
り
組
む

も
の
で
あ
り
、
交
付
金
を
受
け
る
に
は
集
落
協
定
を
締

結
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
平
成　

年
度
は　

の
集

１７

５６

落
協
定
が
認
定
さ
れ
、
集
落
の
代
表
者
に
交
付
さ
れ
ま

し
た
。

　

こ
の
交
付
金
は
、
協
定
で
定
め
る
内
容
に
よ
り
使
用

で
き
ま
す
が
、
水
路
、
農
道
の
管
理
、
多
面
的
機
能
を

増
進
す
る
活
動
（
周
辺
林
地
の
下
草
刈
等
）
の
共
同
取

り
組
み
活
動
を
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

����

����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������

熱中症事故予防
　熱中症は重症度により『熱けいれん』『熱疲労』『熱射病』の３つに分類されます。
　軽度の熱中症は比較的よく発生し、これは運動や作業を中止させて風通しのよい涼しい場
所で身体を安静にさせ、水やジュースなどを与えるだけで回復することが多いです。
　ところが重症の熱中症（熱射病）は、４０℃ ～４１℃ 以上の高体温と虚脱症状（けいれん、浅
い呼吸、頻脈、意識消失等）を突然示す体の熱調整機構の障害で大変危険な状態です。これ
は、高温多湿の日や暑い場所での作業などで起こりやすく、睡眠不足や疲労度も影響します。

熱中症の応急手当

●問い合わせ先

本庁農林課　５２－１１１１
　　（内線２０２・２０３）
各総合支所経済課
　山方５７－６８１１　美和５８－３８５１
　緒川５６－３９９３　御前山５５－２１１４

交付金基　　準区　　分

２１，０００円勾配が１/２０以上急傾斜

田
８，０００円勾配が１/１００以上緩傾斜

８，０００円小区画不整形
小区画
不整形

１１，５００円勾配が１５°以上急傾斜
畑

３，５００円勾配が８°以上緩傾斜

※集落協定の内容によっては交付金額の
８割が交付金となります。

【対象地域】
農振地域内で１㌶ 以上の、１団地以
上の農用地

【対象農用地及び１０㌃当たりの交付金】

認定した集落協定の概要

交付金額交付農地面積農業者数協定集落数

１６，３６７，５９５円１，９４８，６４３�８３７人５６集落

下あごを前に出し、両肘
を曲げ上側の膝を約90度
に曲げて、傷病者が後ろ
に倒れないようにする。

回復体位のとらせ方 ��������	
　常陸大宮市東消防署では、盛金地内
の山林入口や山頂に「山火事防止」の
看板を設置しました。
　看板は職員が廃材を利用し製作した
もので、山菜採りやハイカーたちに山
火事防止を呼びかけるものです。

��������������������������������
�������������������

１　高温多湿の場所から涼しい風通しの良い場所に運ぶ。
２　着衣をゆるめる。
３　冷たい水で濡らしたタオルや布を当てて全身を冷やしながら、衣類などで扇いで風を送る。
４　意識がはっきりしていれば水を飲ませ塩を舐めさせる。
（水分補給には０．１～０．２％程度の食塩と５％程度の糖分を含んだものが適当）
　意識がはっきりしていない場合は水分を与えない。
５　意識が無くなれば回復体位をとらせ気道を確保し、呼吸が停止した場合は人口呼吸を行う。
注：必ず医師の治療を受けましょう。



広報　常陸大宮　　　　平成１８年６月号７

　

山
方
地
域
、
美
和
地
域
、
緒
川
地
域
、
御
前

山
地
域
に
お
い
て
地
域
審
議
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

審
議
会
で
は
、
任
期
満
了
に
よ
り
選
任
さ
れ

た
委
員
に
委
嘱
状
が
交
付
さ
れ
た
後
、
会
長
及

び
副
会
長
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
現
在
策
定
中
の
常
陸
大
宮
市
総
合
計

画
に
つ
い
て
協
議
さ
れ
た
ほ
か
、
各
地
域
か
ら

行
政
に
関
す
る
質
問
や
要
望
な
ど
、
活
発
な
意

見
交
換
が
さ
れ
ま
し
た
。

第
１
回
地
域
審
議
会
の
開
催
状
況

▲緒川地域審議会 ▲美和地域審議会

地 域 審 議 会 委 員
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（敬称略）

第
１
回
地
域
審
議
会
の
内
容

　
【
協
議
事
項
】

①
会
長
及
び
副
会
長
の
選
出
に
つ
い
て

②
常
陸
大
宮
市
総
合
計
画
に
つ
い
て

山
方
地
域

美
和
地
域

緒
川
地
域

御
前
山
地
域

開
催
日

５
月　

日
２４

５
月　

日
２５

５
月　

日
２５

５
月　

日
２４

開
催
場
所

山
方
公
民
館

美
和
総
合
支
所

緒
川
総
合
支
所

御
前
山
総
合
支
所



広報　常陸大宮　　　　平成１８年６月号８

　

市
糖
友
会
の
大
内
馨
さ
ん
（
泉
）
が
、�

日
本
糖
尿
病
協
会
の
名
誉
会
員
と
し
て
表
彰

さ
れ
ま
し
た
。

　

名
誉
会
員
は
満　

歳
以
上
・
病
歴　

年
以

８０

２０

上
・
協
会
で
の
在
籍　

年
以
上
が
条
件
で
す

１０

が
、
大
内
さ
ん
は
、
平
成　

年
度
ま
で　

年

１７

２０

余
り
「
糖
友
会
」
の
会
長
を
務
め
、
会
員
の

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
活
躍
さ
れ
ま
し
た
。

　

糖
尿
病
は
自
覚
症
状
が
な
い
ま
ま
見
逃
し

て
し
ま
い
が
ち
で
す
が
、
早
期
に
適
切
な
医

療
を
受
け
た
り
、
食
生
活
・
運
動
な
ど
の
生

活
習
慣
に
注
意
す
れ
ば
怖
い
病
気
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

　

現
在
、
市
糖
友
会
会
員
は　

人
で
、
毎
月

２０

１
回
仲
間
と
一
緒
に
糖
尿
病
に
関
す
る
学
習

会
を
開
い
て
い
ま
す
。
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緒
川
地
域
内
の
八
里
小
学
校（
４
月　

日
）

２４

と
小
瀬
小
学
校
（
５
月
１
日
）
に
お
い
て
、

全
児
童
を
対
象
に
し
た
交
通
安
全
教
室
が
、

大
宮
警
察
署
員
を
は
じ
め
、
今
年
度
か
ら
市

に
配
置
と
な
っ
た
交
通
安
全
教
育
指
導
員
の

指
導
に
よ
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

教
室
で
は
、
安
全
な
道
路
の
横
断
練
習
や

自
転
車
の
乗
り
方
に
つ
い
て
実
技
を
交
え
て

学
び
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
は
真
剣
な
ま
な

ざ
し
で
指
導
を
受
け
、
交
通
安
全
の
た
め
の

知
識
や
ル
ー
ル
を
身
に
つ
け
ま
し
た
。
ま

た
、
小
瀬
小
学
校
で
は
ダ
ミ
ー
人
形
に
よ
る

衝
突
実
験
も
行
わ
れ
、
実
際
の
事
故
の
再
現

を
見
学
。
子
ど
も
た
ち
は
事
故
の
恐
ろ
し
さ

を
体
験
し
、
交
通
安
全
の
大
切
さ
を
改
め
て

感
じ
た
よ
う
で
す
。

▲実際の道路での横断歩道の渡り方（八里小）

����������������
����������������
����������������
����������������
����������������
����������������
����������������
����������������
																

















����������������


















�
�
�
�
�
�
�
�
	


�



　

５
月　

日
、
お
お
み
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

１７

ン
タ
ー
に
お
い
て
、
内
田
助
役
を
始
め
常
陸

大
宮
保
健
所
長
の
出
席
の
も
と
、
１
２
４
人

の
推
進
員
が
参
加
し
第
２
回
総
会
を
開
催
し

ま
し
た
。

　

３
２
３
人
の
食
生
活
改
善
推
進
員
は
、
そ

れ
ぞ
れ
の
地
域
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
食

を
通
じ
た
健
康
づ
く
り
に
活
躍
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
食
育
事
業
の
親
子
ク
ッ
キ
ン
グ

や
介
護
予
防
事
業

な
ど
、
市
民
の
皆

さ
ん
の
健
や
か
な

毎
日
の
た
め
、
推

進
員
の
活
動
が
ま

す
ま
す
期
待
さ
れ

ま
す
。

　このコーナーでは、常陸大宮市のさま
ざまな出来事や話題を紹介します。
　皆さんからの身近な情報をお待ちして
います。
　どうぞお気軽に情報をお寄せください。
★情報政策課広報統計係
　� 52－1111（内線383）
　� 53－6010
　e-mail

jousei@city.hitachiomiya.lg.jp

▼自転車の乗り方講習（小瀬小）

１２１人大 宮 支 部

８７人山 方 支 部

１８人美 和 支 部

３２人緒 川 支 部

６５人御前山支部

市の推進員数（計３２３人）

　

広
報
誌
は
、
行
政
と
市
民
の
皆
さ
ん

を
結
ぶ
パ
イ
プ
の
役
割
を
果
た
す
も
の

で
す
。
市
で
は
、「
広
報
常
陸
大
宮
」
を

月
１
回
、「
旬
報
ひ
た
ち
お
お
み
や
」
を

月
３
回
発
行
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の

広
報
を
充
実
し
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
親

し
み
や
す
い
も
の
と
す
る
た
め
、
広
報

協
力
員
を
お
い
て
、
各
地
域
の
情
報
を

提
供
し
て
い
た
だ
く
こ
と
と
し
、
次
の

　

人
の
皆
さ
ん
に
ご
協
力
を
お
願
い
し

１０て
い
ま
す
。

　

今
年
度
も
、
協
力
員
さ
ん
か
ら
寄
せ

ら
れ
た
身
近
な
話
題
を
「
広
報
常
陸
大

宮
」
等
で
ご
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

平
成　

年
度
の
広
報
協
力
員
さ
ん

18
◇
中
山
さ
ち
子
さ
ん
（
三　

美
）

◇
鈴
木
満
里
子
さ
ん
（
下　

町
）

◇
鳥
喰　
　

昌
さ
ん
（
野　

上
）

◇
相
沢　

洋
子
さ
ん
（
諸　

沢
）

◇
初
原　

智
明
さ
ん
（
鷲　

子
）

◇
岡
崎　

正
男
さ
ん
（
下
檜
沢
）

◇
矢
野　

正
紀
さ
ん
（
上
小
瀬
）

◇
本
橋　

久
則
さ
ん
（
小　

舟
）

◇
石
川　
�
一
さ
ん
（
野　

口
）

◇
青�
　

芳
子
さ
ん
（
長　

倉
）

▲総会の様子
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４
月　

日
、
緒
川
総
合
セ
ン
タ
ー
で
緒
川

１９

薬
草
研
究
会
に
よ
る
「
春
を
味
わ
う
会
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
薬
草
研
究
会
は
、
薬
草
類
の
調
査
や

栽
培
等
の
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

当
日
は
、
会
員　

人
の
参
加
が
あ
り
、
ト

２０

ド
キ
・
タ
ン
ポ
ポ
・
ア
ザ
ミ
等
を
持
ち
寄
り

山
野
草
の
調
理
方
法
な
ど
を
研
究
し
、
そ
の

後
は
天
ぷ
ら
、
お
ひ
た
し
、
白
和
え
な
ど
、

い
ろ
い
ろ
な
方
法
で
調
理
し
試
食
し
ま
し
た
。

　

会
員
の
皆
さ
ん
は
、
口
い
っ
ぱ
い
に
春
を

感
じ
て
い
た
よ
う
で
す
。

　

な
お
、
薬
草
研
究
会
で
は
、
現
在
会
員
を

募
集
し
て
い
ま
す
。
興
味
の
あ
る
方
は
、
緒

川
保
健
セ
ン
タ
ー
（�
　

―
５
１
１
０
）
へ

５６

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

５
月
４
日
、
ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
ク

ラ
ブ
「
茨
城
ブ
ル
ー
ス
カ
イ
無
線
ク

ラ
ブ
」（
会
長　

桑
名
繁
・
下
檜
沢
）の

仲
間
が
花
立
自
然
公
園
に
集
合
し
交

流
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
東
京
・
千
葉
・
栃
木
・

群
馬
・
埼
玉
・
い
わ
き
市
か
ら
集
ま
っ

た
１
３
０
人
の
仲
間
と
、
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
や
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
オ
ー
ク

シ
ョ
ン
を
し
な
が
ら
、
年
に
一
度
の

顔
を
合
わ
せ
て
の
お
し
ゃ
べ
り
を
楽

し
み
ま
し
た
。
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　５月２３日、山方すこやかランド「三太の湯」が、
平成１２年４月１９日のオープン以来、入館者１００万人
を達成しました。
　「三太の湯」は、昔この地を開墾したというやさし
い巨人三太の伝説にちなんで命名され、施設の入り
口では、大きな三太の像が出迎えてくれます。ま
た、広い施設内には大小様々の温泉があり、美人の
湯として人気です。
　幸運な１００万人目の入
館者となったのは、日立
市の後藤武さん。
　後藤さんは、三太の湯
はよく利用しているそう
で、週に４～５回入りに
来ることもあるそうです。
　後藤さんには、「三太の
湯」から舟納豆など地元
の特産品が贈られました。
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《
場
所
》「
問
い
合
わ
せ
先
」　
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広報　常陸大宮　　　　平成１８年６月号１０

☆順不同・敬称略

　４月１６・２３・２９日の３日間にわたり、大宮運動公園市
民球場他２会場で開催されました。
　大会には、市内及び近郊の中学校から３２チームが参
加し、それぞれ白熱した試合を繰り広げ、市内の第一中
学校が見事優勝しました。
優　勝　第一中（常陸大宮市）

準優勝　南　中（大子町）

第３位　世矢中（常陸太田市）／常北中（城里町）

��������	
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（主催：市教育委員会）

（主催：市教育委員会）

　４月２３・２９日、西部総合公園体育館において開催
され、市内及び近郊の中学校から２８チームが参加し
ました。
　大会では、惜しくも優勝は逃したものの、大宮中
学校が準優勝、第二中学校が第３位と、上位入賞を
果たしました。
優　勝　峰山中（常陸太田市）

準優勝　大宮中（常陸大宮市）

第３位　第二中（常陸大宮市）

世矢中（常陸太田市）

　御前山地域ゴルフ大会が、５月１８日、サニーフィー
ルドゴルフクラブで行われました。
　競技は１８ホールストロークプレーのハンディキャッ
プ方式で行われ、三那川新一さんが優勝を手にしま 
した。
優　勝　三那川　新一

準優勝　青�　幸雄

第３位　川上　　博

【ベストグロス】　皆川　秀一　７７

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

▲第一中野球部の皆さん

▲大宮中バレー部の皆さん

▲第二中バレー部の皆さん

��������	
～緒川シニアゴルフ会～

　緒川シニアゴルフ会は、緒川地域の小瀬地区に在住ま
たは勤務する５５歳以上の６７人が会員となり、毎月１回健
康増進と会員の親睦を目的としてゴルフを行っています。
　会の発足は平成元年にさかのぼり、５月２３日に行われ
たゴルフ大会で２００回目となりました。
　今後も、会員の皆さんの健康増進と親睦を深めて活動
を続けていくそうです。

▲左から青�さん、三那川さん、川上さん
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（主催：御前山地域体育協会）
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本
校
は
、
児
童
数　

人
５
学
級
の
小
規
模

４２

校
で
す
。

　

学
区
は
緑
豊
か
な
山
な
み
、
緒
川
の
清
き

流
れ
、
澄
ん
だ
空
気
、
美
し
い
星
空
な
ど
、

自
然
の
恵
み
を
い
っ
ぱ
い
受
け
て
い
る
文
化

と
伝
統
に
輝
く
素
晴
ら
し
い
地
域
で
す
。
こ

の
自
然
豊
か
な
環
境
の
中
で
子
ど
も
た
ち

は
、
素
直
で
明
る
く
、
元
気
い
っ
ぱ
い
生
活

し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
保
護

者
、
地
域
も
学

校
に
対
し
て
と

て
も
協
力
的

で
、
生
活
科
や

総
合
的
な
学
習

の
時
間
、
学
校

行
事
等
で
は
、

特
色
あ
る
教
育

活
動
を
展
開
し

て
い
ま
す
。

①
作
物
づ
く
り

　

毎
年
、
５
月
に
な
る
と
ブ
ロ
ッ
ク
ご
と
に

農
業
体
験
を
行
っ
て
い
ま
す
。
低
学
年
は
さ

つ
ま
い
も
の
苗
植
え
、
中
学
年
は
こ
ん
に
ゃ

く
芋
、
５
年
生
は
田
植
え
、
６
年
生
は
ジ
ャ

ガ
イ
モ
の
種
芋
植
え
を
行
い
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、
作
物
の
生
長
の
観
察
や

田
畑
の
除
草
、
収
穫
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
体

験
を
通
し
て
自
然
の
恵
み
へ
の
感
謝
の
気
持

ち
、
食
を
大
切
に
す
る
心
や
態
度
を
養
っ
て

い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
秋
に
は
保
護
者
や
地
域
で
お
世

話
に
な
っ
た
方
々
を
招
待
し
て
盛
大
に
収
穫

祭
を
行
い
ま
す
。

②
秋
の
収
穫
祭

　

昨
年
か
ら
全
校
行
事
と
し
て
開
催
。
も
ち

つ
き
、
そ
ば
打
ち
、
蒸
か
し
芋
、
み
そ
お
で

ん
、
け
ん
ち
ん
汁
と
学
年
ご
と
に
メ
ニ
ュ
ー

は
さ
ま
ざ
ま
で
す
。

　

昨
年　

月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
登
下
校
時

１２

の
安
全
対
策
。

　

子
ど
も
た
ち
が
登
下
校
す
る
時
間
帯
に
な

る
と
、
通
学
路
で
犬
の
散
歩
を
す
る
人
や

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
す
る
人
を
よ
く
見
か
け
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
ス
ク
ー
ル
バ

ス
の
停
留
所
で
必
ず
迎
え
て
く
れ
る
保
護
者

や
祖
父
母
の
方
々
。

　

こ
の
よ
う
に
、
本
校
で
は
、
家
庭
や
地
域

の
皆
さ
ん
の
協
力
に
よ
り
、
子
ど
も
た
ち
は

安
心
し
て
登
下
校
し
て
い
ま
す
。
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「
き
を
つ
け
て
ね
」「
な
か
よ
し
」「
げ
ん
き
」

「
手
、あ
ら
っ
た
か
な
」「
お
は
よ
う
」「
こ
ん
に

ち
は
」「
さ
よ
う
な
ら
」「
け
が
を
し
な
い
で

ね
」本
校
で
は
、昇
降
口
の
靴
箱
や
ト
イ
レ
の

流
し
、
体
育
館
の
玄
関
、
校
庭
の
掲
示
板
な

ど
、
い
ろ
い
ろ
い
な
と
こ
ろ
で
マ
ス
コ
ッ
ト

が
子
ど
も
た
ち
に
声
を
か
け
て
い
ま
す
。

（下檜沢3491  �58－2442）
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毎
週
火
曜
日
の
業
間
運
動
は
、
全
校
児
童

に
よ
る
縦
割
り
班
対
抗
リ
レ
ー
で
校
庭
が
歓

声
で
包
ま
れ
ま
す
。

　

１
年
生
か
ら
６
年
生
ま
で
入
り
混
じ
っ
て

の
全
力
疾
走
。
走
る
順
番
や
バ
ト
ン
パ
ス
の

工
夫
な
ど
、
チ
ー
ム
で
戦
略
を
練
り
、　

分
１５

間
に
２
本
勝
負
を
行
っ
て
、
か
な
り
の
運
動

量
に
な
り
ま
す
。

　

こ
の
全
校
リ
レ
ー
は
、
体
力
・
気
力
・
助

け
合
う
力
・
創
意
工
夫
す
る
力
の
育
成
な
ど

の
教
育
的
要
素
を
含
ん
で
お
り
、
子
ど
も
た

ち
の
「
た
く
ま
し
さ
」
を
育
ん
で
く
れ
る
も

の
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

校 訓
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広報　常陸大宮　　　　平成１８年６月号１２

　

美
和
地
域
の
鷲
子
山
上
神
社
で
は
、
今

年
が
四
年
に
一
度
の
祇
園
祭
の
年
に
あ
た

り
、
七
月
十
六
日
に
向
け
て
準
備
が
進
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
�

　

鷲
子
山
上
神
社
は
美
和
地
域
の
鷲
子
地

区
と
栃
木
県
那
珂
川
町 
大  
那  
地 
地
区
を
ま

お
お 
な 

じ

た
ぐ
地
に
あ
り
、
両
県
で
は
、
祭
礼
の
日

程
も
異
な
る
珍
し
い
神
社
で
す
。
こ
の
う

ち
七
月
十
六
日
の
祇
園
祭
は
茨
城
県
側
で

の
み
行
な
わ
れ
て
い
る
祭
礼
で
す
。

　

祇
園
祭
、
と
言
え
ば 
壮  
麗 
な 
鉾 
や
山
で

そ
う 
れ
い 

ほ
こ

有
名
な
京
都
の
祭
が
思
い
浮
か
ぶ
こ
と
で

し
ょ
う
。
祇
園
祭
の
起
こ
り
は
、
当
時
の

都
、
平
安
京
で 
疫 えき 
病 

び
ょ
う

が
流
行
し
た
の
を 
御 ご

 
霊 
（

り
ょ
う

 
不  
遇 
の
死
を
遂
げ
た
人
の
霊
）
の 
祟 

ふ 
ぐ
う 

た
た

り
と
考
え
て
、
そ
の
疫
病
神
を
鎮
め
る
た

め
に
行
な
わ
れ
た
祭
で
し
た
。

　

か
つ
て
は
十
六
、
十
七
日
の
二
日
間
行

わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
氏
子
の
負
担
を
軽

く
す
る
た
め
に
最
近
は
一
日
に
短
縮
し
て

行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
例
年

は 
居 い 
祭 
で
、
当
日
氏
子
が
神
社
に
出
向
い

ま
つ
り

て
お
祭
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
四
年
に
一
度
は 
神  
輿  
渡  
御 
が

み 
こ
し 
と 
ぎ
ょ

あ
り
、
鷲
子
の
六
つ
の
組
（ 
鳥  
居  
土 
・ 
花 

と
り 
い 

ど 

は
な

 
輪 
・ 
仲  
島 
・

わ 

な
か 
じ
ま

 
宿 
・

し
ゅ
く

 
袋 

ふ
く
ろ 

木 
・ 
下  
郷 
）
か
ら
そ

ぎ 

し
も 
ご
う

れ
ぞ
れ
、 
山
車 
や 
屋  
台 
が
出
て
、
国
道
二

だ
し 

や 
た
い

九
三
号
線
を
巡
行
す
る
と
い
う
華
や
か
な

祭
礼
と
化
し
ま
す
。
六
組
は
四
年
に
一
度

交
代
で
当
番
を
務
め
、
祭
礼
の
一
切
を
取

り
仕
切
り
ま
す
。
今
年
は
下
郷
組
が
当
番

に
当
た
っ
て
お
り
、
週
に
一
度
地
区
の
公

民
館
で
お 
囃  
子 
の
練
習
が
続
け
ら
れ
て
い

は
や 
し

ま
す
。

　

戦
前
は
、
ほ
ぼ
毎
年
こ
の
お
祭
が
行
な

わ
れ
て
い
た
よ
う
で
す
が
、
地
域
に
残
る

祭
の
多
く
が
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、
鷲
子

祇
園
祭
も
高
齢
化
や
人
手
不
足
の
波
に
さ

ら
さ
れ
ま
し
た
。
戦
後
は
不
定
期
に
開
か

れ
る
こ
と
が
多
く
な
っ
た
と
い
い
ま
す
。

そ
れ
を
憂
え
た
氏
子
や
神
社
関
係
者
が
三

十
年
ほ
ど
前
か
ら
、
四
年
に
一
度
に
し
て

神
輿
渡
御
を
含
む
祭
礼
を
執
り
行
っ
て
き

ま
し
た
。

�
�
�
�
��
��
	


　

祇
園
祭
は
前
日
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
十

五
日
の
夜
は 
宵 よい 
祭 
が
行
な
わ
れ
、
各
組
の

ま
つ
り

祭
場
で
山
車
や
屋
台
に
明
か
り
が
灯
さ
れ

披
露
さ
れ
ま
す
。
普
段
は
各
地
区
の
蔵
に

大
切
に
保
管
さ
れ
て
い
る
山
車
・
屋
台
を

こ
の
祭
礼
の
間
だ
け
見
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　

祭
の
当
日
は
朝
か
ら
神
輿
が
神
社
を
出

社
し
ま
す
。
六
組
の
山
車
・
屋
台
が
神
社

の
下
の
鳥
居
土
地
区
ま
で
神
輿
を
迎
え
に

来
た
あ
と
、
神
輿
に
つ
き
従
い
国
道
を
巡

行
し
、夕
方
に
は
お
旅
所
に
到
着
し
ま
す
。

神
輿
・
山
車
・
屋
台
が
勢
揃
い
し
た
と
こ
ろ

で
お
囃
子
が
始
ま
り
、
夜
が
更
け
る
に
つ

れ
て
賑
や
か
さ
を
増
し
て
い
き
ま
す
。

　

か
つ
て
は
神
輿
の 
舁 
き
手
も
当
番
組
が

か

担
っ
て
い
ま
し
た
が
、
祭
に
参
加
す
る
人

が
減
っ
て
し
ま
っ
た
た
め
、
現
在
で
は
六

組
の
氏
子
が
交
代
で
担
ぎ
な
が
ら
渡
御
す

る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
昔
は

当
番
組
だ
け
が
屋
台
を
出
し
、
他
の
組
は

山
車
を
出
す
慣
わ
し
だ
っ
た
よ
う
で
す
。

当
番
組
の
屋
台
で
の
余
興
や
芝
居
を
中
心

に
し
て
他
の
組
の
山
車
で
お
囃
子
な
ど
が

行
な
わ
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。

　

地
域
の
抱
え
る
様
々
な
問
題
に
よ
っ
て

祭
の
形
態
は
変
わ
っ
て
い
き
ま
す
が
、
氏

子
や
神
社
の
方
々
、
地
域
の
皆
さ
ん
の
協

力
に
よ
っ
て
続
い
て
い
る
ふ
る
さ
と
の
祭

を
大
切
に
し
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。
ま

ず
は
見
物
に
出
か
け
て
み
ま
し
ょ
う
。

（
歴
史
民
俗
資
料
館
）

�������
とりのこ さん

���
じょう

�������������
じん じゃ ぎ おん

▲鷲子下郷公民館でのお囃子の練習

▲前回（２００２年）の祇園祭のようす



広報　常陸大宮　　　　平成１８年６月号１３

　歯と口の健康を保つことは、好きな食べ物を食べ、

豊かな暮らしを送るための役割を担っているととも

に、豊かで楽しい会話を可能にするなど、生活の質の

向上に欠かすことができないものです。

　また、歯や口の健康状態が全身の健康状態に影響し

ていることも明らかになってきており、「“健康”は“健口”から」とも言われています。

　小さな子供からお年寄りまで、みんなで歯を大切にしましょう。

�����
�������

�

①健康な歯並びはいきいきとした若々しい表情になる。

②おいしく何でも食べられる。

③よくかんで食べると、肥満、生活習慣病の予防になる。

④よくかんで食べると、脳の発達を促す。

⑤はっきりとした発音で会話が楽しめ、社会生活が広がる。

■歯と口の健康づくりのメリット

��������	
	���������	
	���������	
	�
���������	
�����������������	
��������

　歯を失う原因の９割近くが、むし歯と歯周病です。どちらも歯垢や細菌が原因で起こる疾患です。
特に、歯周病は自覚症状がほとんどないまま進行するので注意が必要です。

■口の中の二大疾患「むし歯」と「歯周病」　

■むし歯と歯周病を予防するよい生活習慣

だ液の分泌を促進します。だ液には口の中を殺菌する 
効果や歯垢をつきにくくする働きがあります。野菜や 
小魚など、かみごたえのあるメニューをプラスしま 
しょう。

歯の表面をおおうエナメル質は、カルシウムが主成分。
歯の土台はタンパク質でできています。歯を丈夫にす 
るために、バランスのとれた食生活と意識してカルシ 
ウムをとるようにしましょう。



広報　常陸大宮　　　　平成１８年６月号１４
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�美和かわせみの会のおはなし会� �������

�ロゼのつどいのおはなし会� �������

�どんどんちっちのおはなし会� ��������

�めばえの会のおはなし会� ��������
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広報　常陸大宮　　　　平成１８年６月号１５
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※チケット販売は、ロゼホールのほか９ヵ所で行っています。
　ただし、電話予約はロゼホールのみとなりますのでご注意ください。

※市内の医療機関の診療時間は午前９時から午後３時までです。
県外の医療機関については個別にお問い合わせください。
※当番医のやむを得ない都合により休診または、時間変更となる
ことがありますので、電話で確認してからお出かけください。
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�休日・祝日の当番医　　6/18～7/30
電話番号病院名（所在地）日付

（52）0547
0287（84）0001
0285（64）1122

岡崎外科医院（上町）
水沼医院（栃･那須烏山市）
もてぎの森「メディカルプラザ」

（栃・茂木町）

18

（53）2115
0287（84）3850
0285（63）1151

丹治医院（東富町）
山野クリニック（栃･那須烏山市）
茂木中央病院（栃・茂木町）

25

（52）0116
0287（88）6211
0285（63）5131

小泉医院（上町）
青木医院（栃･那須烏山市）
桜井内科（栃・茂木町）

7/2

（53）1111
0287（82）2170
0285（63）2303

志村大宮病院（上町）
阿久津医院（栃･那須烏山市）
吉永医院（栃・茂木町）

9

（52）0547
0287（83）2021
0285（63）0320

岡崎外科医院（上町）
阿久津クリニック（栃･那須烏山市）
今井医院（栃・茂木町） 

16

（52）3181
0287（83）1166
0285（63）0036

上久保医院（東富町）
金井医院（栃･那須烏山市） 
大兼医院（栃・茂木町）

17

（53）2115
0287（82）2739
0285（63）5131

丹治医院（東富町）
烏山台病院（栃･那須烏山市）
桜井内科（栃・茂木町） 

23

（53）2282
0287（88）2136
0285（63）1151

高瀬医院（宇留野）
熊田診療所（栃･那須烏山市）
茂木中央病院（栃・茂木町）

30
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古紙配合率����再生紙を使用しています 

常陸大宮市の人口（５月１日現在・推計常住者）

総人口４７，５５８人（男２３，１８０人、女２４，３７８人）
世帯数１６，１１９世帯

　５月13日、高部の国有林で赤ちゃん誕生記念植樹が行われ、
全国約12，000通の応募者から選ばれた3，500人分のスギ・ヒ
ノキが植えられました。　
　主催は、育児を中心にサポートするピジョン㈱。育児と育樹
が相通じるものとの考えから毎年開催されているもので、今年
で20回目を迎えました。　
　当日は、あいにくの雨でしたが、関東在住の当選者の中から
招待された約50組の家族のほか、第１回から５年ごとの節目
に植樹をされた方々も参加し、赤ちゃんの健やかな成長を祈っ
ていました。

　五月晴れとなったゴールデンウィーク、緒
川地域内の小舟地区に芝桜が色とりどりに咲
きそろいました。この芝桜は、使っていない
畑が荒れてしまうのを防ぐために植えている
そうです。
　写真は、小舟地区の内田達也さんの畑の芝
桜の様子。

　５月20、21日の２日間にわたって、『第３回常陸
国YOSAKOI祭り（YOSAKOI茨城大会）が日立、
大子、袋田、常陸大宮の会場で開催されました。
　この祭りは、県北地域の振興対策として、人づく
り、地域作り、共生の社会作りをめざし、茨城県初
の民間主催のYOSAKOI祭りとして企画されたも
ので、祭りには茨城県をはじめ、栃木、福島、東京、

千葉などから62チームが出場。また、招待チーム
として石狩流星海（北海道）と関西京都今村組（京
都府）が出場し、各チームとも個性溢れるパフォー
マンスを披露しました。
　祭り２日目の21日は、常陸大宮市の会場となっ
た西部総合公園体育館を舞台に、県内外から参加し
た43チーム、約2，000人の踊り子達が、華麗で迫力
ある踊りを披露し、会場からは大きな拍手が贈られ
ました。
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